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自己評価 学校関係者評価

学　校　運　営　計　画　（４月）

自己評価は

　　Ａ　適切である

　　Ｂ　概ね適切である

　　Ｃ　やや不適切である

　　Ｄ　不適切である

学校運営方針 校訓「質実剛健」・「自主創造」に掲げる精神を理解するとともに、多様な個性を尊び、未知なるものに挑戦できる人材の育成

 授業と評価方法の改善により、指導と評価の一体化を図り、新たな時代が求
める学力を育成する。

❍各教科が「卒業時の到達目標」及び「学年終了時の到達目標」を適切に設定することにより、基
礎的・基本的な知識・技能を確実に習得させるとともに、指導と評価の一体化を図る。
❍科学・情報プログラムを通して、AIを活用し課題解決を図ることができる能力を育成する。
❍産官学連携による本校独自の学問「いいづか学・e-zuka学」を通して、本物に触れることを重視し
た探究活動や多彩な講師による講演会を実施し、自ら将来設計を行うキャリアプランニング力を育
成する。

 「嘉穂Ｄｒｅａｍ Ｃｏｍｐａｓｓ」を軸として、生徒の個性や能力を引き出し、生徒の
第一希望進路の実現を図る。

具体的目標 具体的方策 評価（３月） 次年度の主な課題

昨年度の成果と課題 年度重点目標 具体的目標

　授業、学校行事、部活動等、全ての教育
活動を通じて、生徒が主体的に取り組む姿
勢を育むことができた。生徒が安心して、明
るく、楽しく、生き生きと学校生活を送る姿
が学校の魅力化に大きく寄与した。
　引き続き「生徒個々が魅力を感じる授業」
を実施するため、深い学びに繋がる授業に
向けた授業改善に取り組む。
　「多様な個性」と「進取の校風」を尊び、生
徒・教職員がともに真理を追究する雰囲気
を醸成していく。

 「礼節」、「主体性」、「創造性」、「多様性を尊重する姿勢」を兼ね備えた生徒の
育成を図る。

❍授業、潤陵祭（文化祭）・大運動会等の生徒会行事及び部活動を充実させることにより、生徒の
「礼節」、「主体性」、「創造性」及び「多様性を尊重する姿勢」を育成する。

 言語環境を適切に整備し、人権教育を推進・充実することにより、生徒の人権
意識を向上させる。

❍人権に係る研修会を定期的に開催し、生徒及び職員の適切な言語環境を整備することにより、
職員及び生徒の人権意識を向上させる。

 生徒に基礎的・基本的な知識・技能を確実に習得させるとともに、教員は深い
学びに繋がる授業を実践することにより、生徒の「思考力」「判断力」「表現力」
の育成を図る。

❍各教科のシラバスを整備し、生徒が主体的に学習に取り組む姿勢を向上させる。
❍全職員が「深い学びに繋がる問」を自己評価の項目に位置付け、年間を通して研鑽に取り組む。

教務部

指導と評価の一体化の推
進

「深い学びに繋がる問」の研究と授業改善を推進するために、教科到達目標の共有とシラバス作成に取り組む。

教育の情報化の推進

観点別学習状況の評価を改善するために、職員研修やシラバスの効果的な活用に取り組む。
統合型校務支援システムを効果的に運用するために、システムの設定を適宜改善していく。
生徒、教員対象に学期ごとのアンケート等を実施し、一人一台端末の運用の改善を行う。
校務支援システムのマニュアルを改善・作成し、校務の効率化を進める。
ＩＣＴ活用事例や実践例を収集・蓄積し、職員研修やデジタルノート等で随時共有していく。

生徒指導部

規範意識の高揚と生徒の
主体性の育成

全ての教育活動において教員及び生徒の言語環境を整え、生徒と教員の堅実な信頼関係を築く。

心身の健康づくりと安全
な教育環境の整備

美化活動の意義を理解させ、清掃活動など自ら主体的に環境整備に努めることができる生徒を育成する。

学級活動や生徒会活動を活性化することにより、多様性を認め、望ましい行動選択ができる態度を培う。

学校行事の企画・運営を生徒主体で行うことにより、創造力や実行力及び協調性の育成を図る。
温かく丁寧な教育活動の展開により、生徒の安定した情緒と自他共に大切にできる思いやりの心を育む。

面談やスクールカウンセリング等の教育相談では保護者等との連携を強化し、その充実を図る。

進路指導部

多様な個性の伸長と第一
希望進路の実現

効果的な課外授業や進路別講座を実施することによって、学力向上を図る。

課題解決能力とキャリア
プランニング力の育成 講演会や大学等の企画への参加を通して、生徒の探究心やキャリアプランニング力を向上させる。

進路講演会やガイダンス、進路ホームルームを通して、高い志や目標を持たせる。
全職員が人権意識を持って進路指導を心掛け、就学支援・就職支援を適切に行う。
探究活動を通して、生徒の主体性・多様性を受容し、新しい価値を創造する力・協働力を育成する。

研修部

「深い学びに繋がる問」と
「開かれた学校」の推進

中学校の授業実践および外部講師による職員研修会を開き、授業改善を推進する。

PTAとの連携および中高
接続の充実

合格者説明会をより簡潔にわかりやすく実施する。

授業評価アンケートを実施し、各教員が授業改善をより具体的に行えるようにする。
定期的に授業公開を行い、地域や保護者等に生徒の姿や教育活動の実態を見てもらう。
PTAとの連絡・調整を密に行うことにより、組織や行事の改善を図る。
入学の手引の編集を各分掌との連携を図りながら、わかりやすい冊子を作る。

考査や模試ごとに目標を掲げさせ、継続的に学習に取り組ませるとともに、過程にこだわらせる。
「まずは挑戦してみる」雰囲気を醸成し、学年行事や集会などを企画・運営させ、学年のつながりを築かせる。

第１学年
主体的・協働的に物事に
取り組む生徒の育成

ホームルーム、授業等において「時を守り、場を清め、礼を尊ぶ」姿勢を身に付けさせ、他者を意識した行動ができるようにする。

生徒会役員や部活動おけるリーダーを育成し、学校の核となり活躍できる生徒を育成する。
第一希望進路実現に向けて、計画的な学習や各種検定の積極的な取得および進路研究を行わせる。

第２学年
次期リーダーと自己実現
に向けて主体的に行動す
る生徒の育成

基本的生活習慣を再確認させるとともに、ホームルーム等において多様な個性を尊重し自他を思いやる心を育成する。

適切な支援により生徒主体の学校行事を成功させることによって、本校への愛校心を育てる。
生徒の自治活動を通してリーダー性を育み、成功体験・失敗体験を通して精神的な成長を促す。

第３学年
高い進路目標を定め主体的
に取り組み、多様性を尊重し
集団に寄与する生徒の育成

学級、学年経営において学習指導と進路指導を連携させ、計画的・効果的な指導により深い学びを実践する。

生徒の課題発見・解決能力を育成するために、大学の協力を仰ぎながら理数探究を充実させる。
生徒の進路意識を高めるために、理数科独自の行事（大学・企業訪問）を行う。

理数科
理数教育の充実と進路実
現

生徒の学力を保障するために、３年間を通して、深い学びを取り入れた授業を充実させる。

アスリートや著名人による講演会や研修会を実施する。
部活動における広報活動として地域や中学生との交流の場を設定する。

武道・日本文化
コース

授業・行事の充実、改善と
積極的な広報活動

武日コース教育活動検討委員会による教育課程等の検討を行い、武日コースシラバスを改善する。

評価項目以外のものに関する意見
・
・
・
・


